中国浙江省　【2010寧波国際大学生フェスティバル】募集要項
※ 岩手大学と学術・学生交流協定を結んでいる寧波大学への短期派遣プログラムです ※
★目的：浙江省寧波市の国際交流を促進し、中国と海外の大学生間の相互理解を深め、寧波市の大学の留学生受入れ事業を強化することを目的とし、寧波市政府機関の外事弁公室、教育局と寧波地域の大学が連携し、【2010寧波国際大学生フェスティバル】を開催します。
★日程：
　　　　現地活動期間　　　　　2010年7月6日（火）－10日（土）

　　　　日本からの全体日程　　2010年7月4日（日）－11日（日）　※　仙台発着予定

★参加者国籍及び人数：
　　　　寧波市及び寧波地域の大学と国際友好交流協定を結んでいる海外の大学の学生（イギリス、アメリカ、フランス、ドイツ、日本、韓国等、約100名）寧波市及び寧波地域の大学生
※いわて高等教育コンソーシアム（いわて5大学）からは10名の学生を派遣予定
★主な活動内容：
　　　　１．一日目の夜６時にオープニングセレモニー、政府機関関係者による挨拶。

　　　　２．二日目と三日目は、海外大学の参加者及び寧波地域の大学生らをグループに分け、寧波地域の大学見学及び各大学が企画した交流活動に参加。

　　　　３．四日目は参加者全員による寧波地域の文化体験。

　　　　４．五日目はキャンプを通して交流。夜は閉幕式と交流会の予定。

★宿泊・食事：
　　　　・宿泊は各受け入れ大学のゲストハウスまたは学生寮にするほか、各受入れ大学の企画により１日から２日までのホームステイも可。
　　　　・食事は中国現地大学の食文化を体験できることから、朝晩は各大学の食堂を利用し、昼食は現地の特色ある中華料理を予定。

★参加費：
　　　　国際渡航費は参加者負担。中国現地での活動費用は、寧波市政府及び関連機関が負担します。

　　　　※いわて高等教育コンソーシアム（いわて5大学）所属の学生の場合、仙台↔上海間の往復航空賃（約10万円）を負担いただきます。
★申込先等：
　　申込締切　　　　　2010年6月4日（金）
　　申込・問合せ先　　岩手大学国際課（学生センター2F）担当：石沢　崔（さい）
　　　　　　　　　　　℡：019-621-6057、FAX：019-621-6290

　　　　　　　　　　　E-mail: gryugaku@iwate-u.ac.jp
                      ホームページ：

http://www.ihatov-u.jp/cgi-bin/event/event_shosai.cgi?sno=23
関　連　資　料

中華人民共和国 浙江省 寧波市　概要 
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出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

★基本情報
簡体字 　宁波 
繁体字 　寧波 

拼音 　Níngbó 
カタカナ転記 　ニンボー 

国家　 中華人民共和国 

省　 浙江 

[image: image2.jpg]


行政級別 　副省級市 

面積 
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- 総面積 9,365 km² 
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- 市区 2,634 km² 

海抜 150 m 

人口 

[image: image5.jpg]


- 総人口(2007) 564.6 万人 

- 人口密度 602.9 人/km² 

- 市区人口(2008) 218.2 万人 

経済 

- GDP(2008) 3964 億元 

- 一人あたりGDP 69,997元 

市樹　 クスノキ（樟樹） 

市花 　ツバキ（茶花） 

官方ウェブサイト： http://www.ningbo.gov.cn/ 

寧波市（ニンボーし）は、中華人民共和国浙江省に位置する地級市で副省級市である。沿海部の港湾都市として商工業が発達しているが、同時に古い歴史を誇り国務院から国家歴史文化名城に指定されている。

★地理 

市域は杭州湾南岸から三門湾に至る沿海部を占める。寧波旧市街は甬江河口から少し遡行した場所にある。河口部右岸の北侖は深水良港となっている。沖合いには舟山列島（舟山市）が浮かび、外洋は東シナ海（中国語では東海）である。西方は紹興市や台州市と接する。

★歴史 

阿育王寺塔7000年前の稲作文化として名高い河姆渡遺跡を有し、春秋時代には越の地であった。戦国時代中期に楚に併合され、紀元前222年秦に統一されて会稽郡が設置された。唐代の開元年間に明州と呼ばれ、南宋では慶元府、元代には慶元路と称された。2度目の元寇、1281年の弘安の役では、江南軍10万、約3500隻が日本へ向け出港したが、帰ってきた者はわずか1割から2割ほどだった。ただ古くから日本と交流のあった旧南宋人は捕虜となった後も処刑されず助命され、宋人街などに住んでいた。明建国間近の1367年、再び明州の呼称に戻り、清代に寧波府と称されるようになった。この呼称が現在でも受け継がれている。

唐代から日本、新羅、東南アジアの船が往来し、宋・元の時代にも日本の仏僧が遊学した。宋代より市舶司が設置された。明代には日本との日明貿易（勘合貿易）が行われるが、1523年の寧波の乱ののちに日本船の入港が禁止されると、倭寇や海賊の横行が激しくなり、16世紀には朝廷から朝貢を拒絶されたポルトガル船が沖合いの双嶼島で密貿易を行った。1842年の南京条約で対外開港した。

★経済 

天一広場2003年の経済実力は全国第12位にあり、私営経済が極めて発達している。また外国からの投資も活発で、2003年の輸出額は188億米ドルに達した。
2008年、杭州湾を横断して寧波と上海を結ぶ杭州湾海上大橋が完成した。海上橋としては世界一の全長を誇る。

★観光地 

中国に現存する最古級の蔵書閣の一つ、天一閣 

月湖 

麻将起源地陳列館（天一閣別館）
天童寺 

阿育王寺 
上林湖越窯遺跡 

河姆渡遺跡 

天封塔 

保国寺 


【2010寧波国際大学生フェスティバル】申込書

	ふりがな

氏　　名
	
	生年月日
	　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　歳
	男・女

	現住所
	〒

	連絡先
	携帯電話

メール

	緊急連絡先
	住所　〒

電話

	
	ふりがな

氏　　名
	続  柄
	

	所 属 大 学
	

	学部・研究科
	
	☆　参考までに教えてください　☆

・　特技があれば教えてください　（スポーツ、音楽、踊りなど）

・　中国語を習ったことが　   ・ある（　　　　ヵ月）　　  ・ない
・　中国に行ったことが　    　・ある（　　　　ヵ月）　　  ・ない 
・　パスポート　　　　　　    　　・ある　　　　　　　　　　　・ない

	学科・専攻
	
	

	学年
	　　　　　　　　　年　生
	


甬江沿いの市街地


簡称：甬





寧波市





阿育王寺





天一広場
























































